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   成長を振り返って 
  
冬と春の変わり目｢節分｣の翌日、今年は２月４日が

立春です。暦の上では春の初日ですが、暖冬とは言え

まだまだ寒い日があります。 

今年は、新型コロナウイルスだけでなく、インフル

エンザの流行もみられます。引き続き、健康管理には

十分留意して元気に過ごしましょう。 

さて、たんぽぽ教室では、１９日から３月１日まで、

担任・保護者・通級担当者の３人で面談を実施させていただく予定です。１年間の成長

を振り返り、来年度の通級について話し合います。ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 
 

２月の行事予定 
    

１日（木）委員会 

６日（火）感謝の会  

７日（水）入学説明会 

１３日（火）～１６日（金）家庭学習強化週間 

１４日（水）学習発表（授業参観） 懇談会 

２８日（水）６年生を送る会 

２９日（木）委員会 
 
    

※年度末のたんぽぽ教室の個人面談を実施します。石橋小のお子さんは、

たんぽぽ教室、他校のお子さんは、各校の教室で行います。 

申し訳ありませんが、６・７校時の通級がなくなる場合があります 

ので、ご了承ください。 

 



 

 
 

  

  

年度末。「来年は、たんぽぽ、どうする？続ける？」と聞くと、「やる！１週間で５回

やりたい。なくなったら学校に来ないよ。」と即座に答えるＦさん。たんぽぽ教室の時

間を楽しみにしているのは、うれしい限りです。 

Ｆさんは、学校に来るのが苦手で、遅刻・早退はしばしば、時々休んだりもしていま

した。そこで、学校に来る楽しみを増やし、たまったストレスを減らす「ガス抜き」をし

ようと通級を始めました。 

通級の時間は、自分の好きなことを自由にやっています。新聞紙で剣を作るのも、

ふつうに丸めるのではなく持ち手を付けるなど、「工夫するのが私だから」と自覚し

ています。作業しながら、あれこれと話をするのも楽しいのでしょう。 

一方、担任の先生からの課題があるときは、たんぽぽでやるか、休み時間やるか、

家でやるか、自分で考えて、結局はたんぽぽでやることを決断します。「やらないは、

なし」苦手なことにも折り合いをつける練習をしています。 

発音の練習や苦手な学習をするためでなく、こんなふうに通級を利用している子

もいるのです。 

 

 

 

  

自分の思いをうまく表現できずに、固まってしまう子がいます。また、自分の思い

を言葉で伝えられずに、パニックになったり友達とトラブルになったりする子もいま

す。（中略） 

「思いを言葉で表現する」ことは、学習面・行動面の両方に必要なことです。基本

的な支援として、思いを言葉にできるように、教師が子どもの思いをしっかり聞い

て、言葉を整理したうえで、適切な表現方法を教えていきます。 

表現する力をつけるために、次のようなことが考えられます。 

○言葉の数を増やす。 

○単語をつなげて話す練習をする。 

○意見を言う場合の型を教える。 

○お手本となる感想を複数表示し、選択させる。 

○マインドマップ（関連する言葉の地図）を作る。 

○気持ちを表す言葉を教える。 

○自分の思いと経験を結びつける練習をする。 
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